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コストセンターからビジネスパートナーへ

IT部門に対する経営の期待がシステムの構

築と安定稼働にあった時代、IT部門では経

営・事業部門が決定した要件に従って確実に

システムを構築し安定的な運用を行うことが

最も重視された。経営から見ればIT部門はコ

ストセンターであり、IT部門に求められたの

はその限りでのQCD（品質・コスト・納期）

を向上させることであった。

しかしながら、現在ではIT部門に対する期

待がより高度化している。企業は今、国内市

場の成熟やグローバル化の進展を背景に、業

界再編など経営環境の大きな変化に直面する

一方、ビッグデータやクラウドコンピューテ

ィングといったITの進化を事業に生かすチャ

ンスを手にしている。そのため、経営はIT部

門に対して、「ビジネスプロセスの変革」や

「ビジネスモデルの変革」のような経営課題を

解決するためのITの仕組みを提供し、経営に

直接的に貢献することを求めるようになって

きている。IT部門はコストセンターから脱却

して、経営・事業を直接的に支援する「ビジ

ネスパートナー」に進化することを求められ

ているのである。

IT部門が強化すべき２つのコア機能

IT部門がビジネスパートナーに進化するた

めには、経営・事業とITの連携を緊密にし、

IT活用の効果を最大化する仕組みが必要であ

る。その中心となるのが、「事業・ITリレー

ションシップ機能」と「IT戦略・ガバナンス

機能」という 2つのコア機能である。

「事業・ITリレーションシップ機能」とは、

事業・業務特性に応じた実効性のあるIT活用

の推進・支援を行い、事業部門と協働で業務

プロセスの変革を実現することである。

「IT戦略・ガバナンス機能」とは、経営戦

略を具体化するための全社的な中長期のIT戦

略・ガバナンス方針策定において中心的な役

割を果たし、経営戦略とITが融合したビジョ

ンを提示することである。

以下では、この 2つのコア機能を強化する

ための具体策について述べる。

コア機能を強化するための構造改革

IT部門の 2つのコア機能を強化するために

は、組織・人事の新たな仕組みを導入するな

どの構造改革が不可欠である。ここでは 3つ

の主な施策を示す（図 1参照）。

IT構造改革に向けた組織・人材戦略
―ビジネスパートナーとしてのIT部門のあり方―

経営がITに対して期待する内容が変化していることを背景に、IT部門はコストセンター（収

益を上げずコストに対して責任を持つ部門）から脱却して経営・事業部門のビジネスパートナ

ーに進化することを求められている。本稿では、IT構造改革の実現に向け、組織・人材の観点

から、その具体的な方策を考察する。

特　集　［企業に迫られるIT構造改革］
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（1）IT組織の変革

事業・ITリレーションシップ機能強化のた

めのIT組織変革のポイントは、IT部門の中に

あって、事業とITというそれぞれの立場から

事業部門とともにIT活用を検討する組織と人

材をつくることである。

野村総合研究所（NRI）では、IT部門の中

でも事業部門の立場でIT活用を推進する人材

を「ITビジネスリーダー」、IT部門の立場で

IT活用を推進する人材を「ITアナリスト」と

呼んでいる。

ITビジネスリーダーは、全社的な視点から

業務改革におけるIT活用の可能性を企画・提

案する。事業・業務の特性やITの先進的な活

用事例を踏まえ、事業部門と協働で業務改革

を推進していく。

一方、ITアナリストはITビジネスリーダー

を支援してIT活用の実効性を高める役割を担

う。個別の業務プロセスについて、IT活用が

可能か、どれだけの効果があるかなどを検証

し、業務改革における具体的なIT活用の方法

を提案していくのである。

このように事業・ITリレーションシップ機

能を強化することにより、双方の人材が密接

に連携して強力にビジネスプロセスの変革や

ビジネスモデルの変革を支援・推進すること

が可能になる。

次に、IT戦略・ガバナンス機能強化のため

のIT組織変革のポイントは、IT戦略・ガバナ

ンス方針を策定する役割を持った「ITストラ

テジスト」が、事業・ITリレーションシップ

機能の核となるITビジネスリーダーやITアナ

リストと密接に連携してIT戦略を策定するこ

とである。

本来、経営・事業部門が求めるIT化の方向

性と、IT部門から見たIT化の方向性が一致し

ていなければならない。このための仕組みが、

ITストラテジストとITビジネスリーダー、IT
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図１　IT部門のコア機能強化に向けた新たな仕組み 
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アナリストとの連携である。ITビジネスリー

ダーが戦略・ガバナンス方針の策定に参加す

ることで、具体化した施策を各事業部門に徹

底させやすくなる効果もある。なお、IT戦

略・ガバナンス方針の策定は全社最適の視点

が必要なため、IT部門の中でも専任の組織を

設けて行うことが望ましい。

（2）IT人材モデルの転換

IT部門のコア機能強化の核となるITビジネ

スリーダーやITアナリスト、またIT戦略・ガ

バナンス方針策定の中心となるITストラテジ

ストは、従来の人材モデルの中では必要な人

材像として明確に位置付けられていなかった

ことから、キャリアマネジメントの転換によ

る育成・確保が必須となる（図 2参照）。

まずは、事業とITの双方に精通した人材を

育成するために、事業部門とIT部門間での人

事ローテーションを確立する必要がある。こ

れは、多くの企業で見られるようなIT部門と

事業部門との関係構築や開発・保守を意識し

た業務理解を目的としたものではなく、ITビ

ジネスリーダーやITアナリストへのキャリア

パスを見据えた選抜型の人材育成である。ま

たIT戦略・ガバナンス機能については、全社

最適の視点が必要なことから、経営企画部門

との兼務や人事ローテーションの導入が望ま

れる。人材育成は短期間でできるものではな

く、中長期的な計画が必要である。その計画

に沿って、必要な人材像とキャリアパスを明

確化し、早期に人材を選抜して育成していく

のである。

（3）外部パートナーを活用した機能強化

これまで説明してきた機能強化の取り組み

は、そのための人材を確保することに加え、

特　集特　集

図２　人材モデルの転換 
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経営の要請するスピード感に対応する必要も

あることから、企業が独自に行うのは困難な

ケースが想定される。IT構造改革に向けた大

胆なリソースシフトの結果、基本的な機能を

低下させてしまっては本末転倒である。自社

のリソースが限られるなかで開発・保守・運

用機能のレベルを維持しつつIT構造改革をど

う実現していくかは大きな課題である。

従来のような開発・維持・運用だけのアウ

トソーシングでなく、IT戦略をはじめとした

コア機能についても包括的に外部パートナー

を活用することによって、これらの課題を解

決することが可能である（図 3参照）。

IT戦略・ガバナンス機能や事業・ITリレー

ションシップ機能において、外部パートナー

から方法論や事例の提供を受け、場合によっ

ては人材の支援を受ける。また、コア機能を

支える人材を育成するために外部での経験の

機会も確保する。一方、システム開発・保

守・運用機能については、リソースシフトに

よって手薄となった要員の補完も含め、アウ

トソーサーの支援を得て品質を高めていく。

このような外部パートナーの活用も進めなが

らIT構造改革を実現するのである。

経営の期待に応えられるIT部門へ

事業環境の変化に対し、これまでの積み上

げ型の改善では組織・人材の変革はおぼつか

ず、IT構造改革の実現は困難である。IT部門

が、以前から求められていたコア機能強化を

実現できず、コストセンターのままであり続

ければ、存在意義を問われる事態にもなりか

ねない。

IT部門は、組織の役割を見直し、機能強化

のための新たな仕組みを構築し、人材モデル

を転換しなければならない。これを実現する

ことが、経営からの期待に応えられるビジネ

スパートナーに進化するための道である。■
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図３　外部パートナーの包括的な活用 
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